
１、ガイメックとは？

■用水路漏水補修

■表面被覆・断面修復

「ガイメックＲ工法」
⇒高弾性系補修材で数多くの特徴を備える
本日は何故、性能を発揮するか説明



２、ガイメックＲ工法の構成材料
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３、ガイメックＲ工法の硬化後の状態
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温度変化：ポリマー＋セメントで緩和

ポリマー層で塗膜に弾性を付与
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４、ガイメックＲ工法の塗膜性能

ガイメックの引張試験状況
⇒ 100%以上伸びても破断しない



５、ガイメックの特徴

完全水系で有機溶剤を一切使用していない。

施工が簡単で、再補修・修繕が簡単。

無機系のセメント系が主体で、紫外線による劣化は皆無。

無機系のセメントと特殊アクリルポリマーの複合材料で、長期間性能を維持。

‐10℃以下でも高い弾性を示す。

25年の実績と、震度6の地震に耐えた実績を持つ。



６、ガイメックの実施工

作業手順

①高圧水洗浄

②欠損部補修

③プライマー塗布

④上塗り

⑤完成




